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NEWS >> 01

有明温泉「美人の湯」からのお知らせ

① いい風呂の日

毎月２６（フロ）日はポイント3倍デーとし
ております。１１月26日は「いい風呂」の
語呂合わせにちなんで、下記の期間は
ポイント３倍とします。

１１月23日㊌～ １１月28日㊊

② 季節湯（ゆず湯）のご案内

「冬至にゆず湯に入ると、一年間風邪を
ひかない」と昔からいわれています。
ぜひ、お楽しみください。

１2月22日㊍～ １2月26日㊊

NEWS >> 02 NEWS >> 03

市民後見人候補者養成研修受講者募集

社会貢献への関心の高い市民が、一定の
知識と技術を身につけて「成年後見人」とし
て活躍することが期待されています。
今年度も「市民後見人」を養成するための
研修を実施します。

詳細はホームページ、もしくは下記の場所で
配布のチラシをご覧ください。

・島原市役所 福祉課
・島原市福祉センター
・島原市有明福祉センター

〔問い合せ〕島原市権利擁護センター
☎（６３）３８５５ （担当：福田）

社協心配ごと相談所

島原市社協では生活に関する様々な困り

ごとについて無料で相談できる窓口を開設

しています。担当の職員が丁寧に対応いた

します。気軽にご相談下さい。

〔開 所 日〕 月～金曜日
（祝日･年末年始を除く）

〔開所時間〕 午前10時 ～ 午後３時

相談専用ダイヤル （６４）７０５０

2022
（令和4年）

10月
No.66

しまばら

社協だより

③年末年始営業のご案内

１2月29日㊍～ １月2日㊊

浴場施設のみ開館いたします。

（ ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑは閉館いたします。 ）

期間内開館時間 １０：００～２０：００
（最終受付 １９：３０）

※元日１/１㊐のみ １３：００～２０：００

【通常開館時間】 １０：００～２１：００
（最終受付 ２０：３０）

【休館日】 毎週火曜日

〔問い合せ〕島原市有明福祉センター

☎（６８）３４６６
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夏
休
み
期
間
の
毎
週

水
曜
日(

全
4
回)

市
内

小
学
5
年
生
～
中
学
3

年
生
を
対
象
に

「
子
ど

も
点
字
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

講
師
の
先
生
よ
り
点
字

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
組

み
、
夏
休
み
の
自
由
研
究

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど

も
も
い
ま
し
た
。
受
講
を

終
え
た
子
ど
も
達
か
ら

は
、
「
初
め
て
点
字
に
ふ

れ
て
楽
し
か
っ
た
」
「
目

が
見
え
な
い
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
「
自
分
は
本

が
好
き
だ
か
ら
、
点
字
を

通
し
て
本
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
た
い
」
な
ど
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

点
字
教
室
で
の
体
験
を

通
し
て
学
ん
だ
、
障
害
の

あ
る
方
や
困
っ
て
い
る
人

な
ど
へ
の
「
相
手
を
思
い

や
る
心
の
大
切
さ
」
を
今

後
の
生
活
に
生
か
し
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。

森岳サロン

池田サロン

島 原 保 養 院 の 横 田 恭 子 先 生 を 講 師 に
招き認知症予防講座を開催しました 。

１０月１日～１２月３１日まで赤い羽根共同募金活動を実施い

たします。集まった募金は長崎県共同募金会を通して、島原

市内の福祉活動などのために活用されます。

昨年度（令和３年度）

島原市で寄せられた募金

７，２４４，５３３ 円

令和４年度 島原市の助成額

４，８１２，０００ 円

※募金の一部は、

災害ボランティアの支援や

県内の福祉活動等にも使われます。

社会福祉法人

長崎県共同募金会

紙細工で紫陽花作り 。
皆 さ ん 上 手 に 完 成 し ま し た 。

紹 介

高齢者ふれあいサロン

池田サロン（有明地区）

森岳サロン（森岳地区）

島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
ホ
ー
ル
）
に
て
成
年

後
見
市
民
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
成
年
後
見

制
度
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
や
、
成
年
後
見

制
度
を
利
用
す
る
に
あ

た
っ
て
内
容
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
等
の

目
的
が
あ
っ
て
実
施
を

し
て
お
り
ま
す
。

と
あ
る
家
族
を
事
例

に
取
り
、
降
り
か
か
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
関

し
て
、
成
年
後
見
制
度

を
活
用
し
て
対
応
す
る

と
い
う
内
容
で
し
た
。
ま

た
、
受
講
者
と
一
緒
に

考
え
る
こ
と
で
、
参
加

者
か
ら
は
「
成
年
後
見

制
度
に
つ
い
て
、
『
な
ん

と
な
く
』
か
ら
、
『
わ
か

り
ま
し
た
』
に
な
り
ま
し

た
。
」
「
事
例
の
ス
ト
ー

リ
ー
で
と
て
も
分
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。
」
「
後

見
制
度
を
分
か
ら
な

か
っ
た
人
で
も
理
解
で

き
る
内
容
だ
っ
た
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
、

よ
り
い
っ
そ
う
学
び
が

深
ま
る
よ
う
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

【
こ
の
記
事
は
実
習
生

鎮
西
学
院
大
学

渡
辺
さ
ん
が
作
成
し
ま
し
た
】

Q

A

なぜ、赤い羽根なの？

共同募金のモデルとなっ

た ア メ リ カ で 、 共 同

募金のシンボルマークに

赤い羽根を使用していた

ことから、日本でも『赤』

色が採用されました。

Q

A

いつから実施されたの？

実 は 日 本 で 最 初 に

「共同募金」が行われたの

は長崎市です。

大正10年10月20日から11月

２日までの２週間、長崎県

社会事業協会が実施し、

当時の金額で3万7,319円3

銭の募金が集まりました。

赤い羽根共同募金 ＆

地域での活動支援のために

２，８９２，０００ 円

・地区社協（各７地区）活動費
（高齢者サロン・地域活動 等）

ボランティア活動のために

９５０，０００ 円

・ボランティア養成講座開催
・福祉協力校指定助成 など

子どもたちのために

７７０，０００ 円

・低所得世帯修学旅行助成
・健康マラソン大会助成 など

社会福祉活動のために

20０，０００ 円

・島原市母子寡婦福祉会
・がまだす大会助成 など

今年度（令和４年度）

このような福祉活動に使わせていただきます

10月1日より

赤い羽根
共同募金
が始まります
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NEWS >> 01

有明温泉「美人の湯」からのお知らせ

① いい風呂の日

毎月２６（フロ）日はポイント3倍デーとし
ております。１１月26日は「いい風呂」の
語呂合わせにちなんで、下記の期間は
ポイント３倍とします。

１１月23日㊌～ １１月28日㊊

② 季節湯（ゆず湯）のご案内

「冬至にゆず湯に入ると、一年間風邪を
ひかない」と昔からいわれています。
ぜひ、お楽しみください。

１2月22日㊍～ １2月26日㊊

NEWS >> 02 NEWS >> 03

市民後見人候補者養成研修受講者募集

社会貢献への関心の高い市民が、一定の
知識と技術を身につけて「成年後見人」とし
て活躍することが期待されています。
今年度も「市民後見人」を養成するための
研修を実施します。

詳細はホームページ、もしくは下記の場所で
配布のチラシをご覧ください。

・島原市役所 福祉課
・島原市福祉センター
・島原市有明福祉センター

〔問い合せ〕島原市権利擁護センター
☎（６３）３８５５ （担当：福田）

社協心配ごと相談所

島原市社協では生活に関する様々な困り

ごとについて無料で相談できる窓口を開設

しています。担当の職員が丁寧に対応いた

します。気軽にご相談下さい。

〔開 所 日〕 月～金曜日
（祝日･年末年始を除く）

〔開所時間〕 午前10時 ～ 午後３時

相談専用ダイヤル （６４）７０５０
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③年末年始営業のご案内

１2月29日㊍～ １月2日㊊

浴場施設のみ開館いたします。

（ ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑは閉館いたします。 ）

期間内開館時間 １０：００～２０：００
（最終受付 １９：３０）

※元日１/１㊐のみ １３：００～２０：００

【通常開館時間】 １０：００～２１：００
（最終受付 ２０：３０）

【休館日】 毎週火曜日

〔問い合せ〕島原市有明福祉センター

☎（６８）３４６６
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